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参
議
院
で
の
審
議
は
安
倍
首
相
の
答

弁
を
、
安
保
法
案
を
担
当
す
る
防
衛
大

臣
が
ひ
っ
く
り
返
す
迷
走
が
続
い
て
い

る
。「
自
国
を
守
る
た
め
の
集
団
的
自
衛

権
」
と
い
う
政
府
の
理
屈
に
無
理
が
あ

る
か
ら
だ
。
国
連
憲
章
で
認
め
ら
れ
た

集
団
的
自
衛
権
の
本
質
は
、
攻
撃
を
受

け
た
他
国
を
守
る
こ
と
に
あ
る
。
海
外

で
の
機
雷
除
去
も
、
日
本
が
直
接
攻
撃

を
受
け
て
い
な
い
の
に
「
存
立
危
機
」

と
し
て
他
国
で
の
戦
争
に
首
を
突
っ
込

む
こ
と
に
な
る
。
法
案
の
問
題
点
が
浮

き
彫
り
だ
。「
戦
争
法
案
」
の
阻
止
に
む

け
、
反
対
の
声
を
上
げ
続
け
よ
う
。

12日㈯　2015公衆衛生集会（札幌市）
　　　　�第30回道本部青年部定期総会（～13日、

札幌市）
　　　　�やめるべ、大間原発！さようなら原発青

森・北海道合同集会（大間町）
13日㈰　社会福祉評議会総会（札幌市）
　　　　衛生医療評議会総会（札幌市）
14日㈪～18日㈮
　　　　�戦争をさせない北海道委員会総がかり行

動（札幌市）
18日㈮　第26回執行委員会（札幌市）

９月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

「
北
海
道
集
会
」
の
前
日
に

行
わ
れ
た
講
演
会
に
も
多
く

の
市
民
ら
が
参
加
し
た

プラカードを持ちアピールする参加者。「戦争法案」絶対廃案
を参加者全員で訴えた＝８月29日、札幌市

１回目の人事委員会交渉。引き続き、交渉を重ねていく

憲法を知り、諦めず声をあげようと呼びかける、伊藤弁護士＝８月28日、札幌市

「国会前集会」には約12万人が集まった＝８月30日※写真・戦争をさせない1000人委員会より

『
憲
法
違
反
の
法
律
』は
無
効

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

「
安
保
関
連
法
案
に
反
対

す
る
マ
マ
の
会
＠
北
海
道
」

の
伊
勢
谷
い
づ
み
さ
ん
は
、

「
今
ま
で
政
治
は
政
治
家
に

お
任
せ
で
、
声
を
上
げ
る
必

要
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
」

と
述
べ
た
う
え
で
、「
し
か

し
、
今
は
違
う
。
私
た
ち
は

安
倍
さ
ん
の
道
具
で
は
な

い
。
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
、
大
き
な
声
を
上
げ
よ

う
」
と
力
強
く
訴
え
た
。

　

最
後
に
、
呼
び
か
け
人
の

北
星
学
園
大
学
・
岩
本
一
郎

教
授
が
「
安
倍
首
相
は
人
権

を
口
実
に
戦
争
へ
の
道
を
開

　

８
月
28
日
、
自
治
労
会
館

で
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海

道
講
演
会
」
を
開
き
、
約
４

５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

小
樽
商
科
大
学
・
結
城
洋

一
郎
名
誉
教
授
は
「
安
倍
首

相
は
『
行
政
の
責
任
者
で
あ

る
私
の
い
う
こ
と
は
、
一
番

正
し
い
』
と
語
り
、
中
谷
防

衛
大
臣
は
『
核
ミ
サ
イ
ル
は

弾
薬
で
あ
り
武
器
で
は
な

い
』
と
発
言
し
た
。
彼
ら
は

憲
法
違
反
に
と
ど
ま
ら
ず
、

人
間
の
知
性
、
理
論
的
思
考

構
造
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
」

と
批
判
し
、あ
い
さ
つ
し
た
。

　

伊
藤
真
・
弁
護
士
が
「
わ

が
国
を
『
戦
争
す
る
国
』
に

し
な
い
た
め
に
」
と
題
し
、

講
演
し
た
。

　

伊
藤
弁
護
士
は
「
『
日
本

を
戦
争
し
な
い
国
』
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
多
く
の
国
民

が
声
を
上
げ
続
け
て
い
る
。

そ
の
力
が
こ
の
国
の
立
憲
主

義
を
守
り
、
戦
争
を
し
な
い

国
に
位
置
づ
け
る
大
き
な
力

に
な
る
」
と
強
調
し
、「
立
憲

主
義
と
は
国
民
主
権
、
基
本

的
人
権
の
尊
重
、
恒
久
平
和

主
義
を
基
本
原
理
の
も
と
、

憲
法
で
権
力
行
使
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
だ
」
と
述
べ

た
。
さ
ら
に
、「
憲
法
は
国
民

が
国
を
縛
る
た
め
の
も
の
だ

が
、
安
倍
首
相
は
憲
法
を
改

正
し
、
国
の
流
れ
を
変
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
憲
法
を
知

り
、
主
体
的
に
、
お
か
し
い

こ
と
に
声
を
上
げ
、『
慌
て

ず
、焦
ら
ず
、
諦
め
ず
』
行
動

し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

る
え
る
」
発
起
人
の
高
塚
愛

鳥
さ
ん
は
、「
戦
争
は
、
政
治

家
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
国

民
に
も
責
任
が
あ
る
。
無
関

心
で
は
い
け
な
い
。『
今
ま
で

守
っ
て
き
た
平
和
』
を
守
ろ

　

呼
び
か
け
人
の
小
樽
商
科

大
学
・
結
城
洋
一
郎
名
誉
教

授
は
、「
国
会
議
員
た
ち
が
、

い
か
な
る
法
律
を
可
決
し
よ

う
と
も
、
そ
の
法
律
が
憲
法

違
反
な
ら
、
ど
ん
な
法
律
も

無
効
だ
」
と
批
判
し
た
。

　

室
蘭
工
業
大
学
大
学
院
・

清
末
愛
砂
准
教
授
は
「
安
倍

独
裁
政
権
の
み
な
ら
ず
、
そ

れ
を
支
え
る
構
造
を
、
ゆ
さ

ぶ
り
、
切
り
崩
し
、
ふ
る
い

落
と
そ
う
」
と
訴
え
た
。

　

北
海
道
生
活
協
同
組
合
連

合
会
・
麻
田
信
二
会
長
理
事

は
「
安
倍
首
相
は
、
絶
大
な

権
限
を
持
つ
大
統
領
気
取
り

で
、
閣
議
決
定
を
乱
用
し
て

い
る
。
自
民
党
や
公
明
党
の

議
員
に
目
を
覚
ま
し
て
も
ら

う
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な

集
会
で
訴
え
、
正
し
い
方
向

に
導
び
こ
う
」
と
強
調
し
た
。

　

上
田
文
雄
・
前
札
幌
市
長

は
、
60
年
安
保
闘
争
時
に
自

ら
が
作
成
し
た
旗
を
持
ち
、

「
憲
法
は
、
多
く
の
犠
牲
の

上
で
人
類
が
勝
ち
取
っ
た
最

高
の
約
束
事
だ
。
憲
法
を
破

る
と
い
う
こ
と
は
、
人
類
の

歴
史
を
壊
す
暴
挙
だ
」
と
批

判
し
た
。

　

「
戦
争
し
た
く
な
く
て
ふ

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委
員
会
は
８
月
30
日
、
東
京
都

で
、「
総
が
か
り
行
動
」
を
開
き
、
約
12
万
人
も
の
市
民
ら
が
国
会

を
包
囲
し
、「
戦
争
関
連
法
案
の
廃
案
」
を
求
め
た
。
北
海
道
で
も

８
月
29
日
、
札
幌
市
・
大
通
西
11
丁
目
で
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
北

海
道
集
会
」
が
開
か
れ
、
約
３
５
０
０
人
の
市
民
ら
が
「
戦
争
法

案
絶
対
廃
案
」「
安
倍
政
権
は
今
す
ぐ
退
陣
」
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
持
ち
気
勢
を
あ
げ
た
。

こ
う
と
し
て
い
る
。
人
権
の

理
念
を
根
底
か
ら
覆
す
、
安

倍
政
権
と
戦
争
法
案
に
全
力

を
あ
げ
て
抵
抗
し
よ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

　

地
公
三
者
共
闘
は
９
月
９

日
、
道
庁
別
館
で
２
０
１
５

人
事
院
勧
告
の
取
り
扱
い
や

独
自
削
減
停
止
を
求
め
、
道

人
事
委
員
会
と

交

渉
を

行
っ

た
。

　

道
人
事
委
員

会
か
ら
は
、「
10

月
上
旬
の
勧
告

に
む
け
作
業
を

進
め
て
い
る
。

現
在
、
道
内
民

間
企
業
と
の
較

差
を
慎
重
に
調

査
し
て
い
る
」

と
回
答
が
あ
っ

た
。

道
勧
告
は
10
月
上
旬

独
自
削
減
の
停
止
を

地公三者

戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道
講
演
会

『
あ
せ
ら
ず 

あ
き
ら
め
ず
』行
動
だ

「戦争関連法案の廃案」求め12万人
戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道
集
会

9.14　9.15　9.16
9.17　9.18　9.24　9.25

北海道人事委員会と交渉

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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２
０
１
３
年

６
月
の
自
治
労

と
都
市
交
の
組

織

統

合
に

よ

り
、
本
部
特
別

執
行
委
員
と
し

て
都
市
交
評
東

北
・
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
を
担
当
し
、
約
２
年

間
、
道
本
部
に
通
う
日
々
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
道
本
部
の
役
職

員
を
は
じ
め
、
多
く
の
自
治

労
組
合
員
の
み
な
さ
ま
の
お

支
え
に
よ
り
、
運
動
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と

に
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
は
、
産
別
統

合
と
い
う
新
た
な
状
況
の
下

で
、
都
市
交
評
の
運
動
を
進

め
、
広
め
る
こ
と
を
重
点
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
北
海
道
の
各
自
治

体
に
お
い
て
、
地
域
の
公
共

交
通
の
確
保
は
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
交
評
と
し
て
各
自
治

体
と
連
携
し
、『
地
域
の
公
共

交
通
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る

運
動
』
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
都
市
交
評
運
動
に

対
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

改
め
て
こ
の
２
年
余
り
で
知

り
合
う
こ
と
が
で
き
、
支
え

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
感

謝
を
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。�

（
高
橋　

望
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

真剣に講演を聞く参加者＝８月29日、羽幌町

【
留
萌
地
本
本
部
発
】
８
月

29
日
、
羽
幌
町
・
勤
労
者
セ

ン
タ
ー
で
「
２
０
１
５
年
度

新
入
組
合
員
学
校
」
を
開
き
、

７
単
組
１
総
支
部
38
人
の
青

年
が
参
加
し
た
。

　

齋
藤
・
道
本
部
青
年
部
副

部
長
、
高
橋
・
元
道
本
部
青

年
部
副
部
長
（
天
塩
町
職
）

が
講
演
し
た
。

　

齋
藤
副
部
長
は
、
自
ら
の

経
験
を
語
り
な
が
ら
「
青
年

の
仲
間
が
支
え
に
な
っ
た
。

ま
ず
は
自
分
を
守
っ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

　

高
橋
元
副
部
長
は
「
マ
ス

コ
ミ
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
が
出
て
い
る
が
、
ど
こ

が
事
実
な
の
か
検
証
し
て
ほ

し
い
。
自
分
の
職
場
も
そ
う

い
う
視
点
で
見
る
こ
と
で
課

題
が
見
え
る
。『
職
場
の
事

実
』
を
自
分
た
ち
の
力
で
見

極
め
、
職
場
改
善
に
つ
な
げ

よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

学
習
会
で
は
、
学
習
・
交

流
・
実
践
を
つ
う
じ
て
、「
事

実
を
見
極
め
る
力
」
を
養
う

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。

　

今
後
も
、
新
入
組
合
員
学

校
を
開
き
、
活
動
家
を
増
や

し
て
い
く
た
め
、
基
本
組
織

と
も
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。（
留
萌
地
方

本
部
・
籾
山
幸
久
青
年
部

長
）

『
事
実
を
見
極
め
』職
場
を
改
善

　

２
０
１
６
年
度
の
各
省
庁

の
概
算
要
求
が
出
そ
ろ
っ

た
。
高
齢
化
に
伴
う
医
療
や

介
護
な
ど
の
社
会
保
障
費
、

国
債
費
な
ど
が
過
去
最
大
に

膨
ら
み
要
求
総
額
が
１
０
２

兆
円
台
に
達
す
る
見
込
み
だ
。

　

厚
生
労
働
省
の
要
求
額
が

30
兆
６
６
７
５
億
円
と
過
去

最
大
の
額
と
な
っ
て
い
る

が
、「
骨
太
方
針
２
０
１
５
」

で
、
社
会
保
障
費
の
今
後
３

年
間
の
国
の
一
般
歳
出
の
伸

び
を
１
兆
６
０
０
０
億
円
程

度
に
抑
え
込
む
こ
と
を
目
安

と
し
て
お
り
、
逆
算
す
る
と

年
間
、
約
５
０
０
０
億
円
程

度
の
伸
び
に
抑
え
る
こ
と
に

な
る
。
高
齢
化
に
伴
い
社
会

保
障
に
対
す
る
国
の
負
担
が

毎
年
１
兆
円
規
模
で
増
え
る

な
か
で
、
さ
ら
に
国
民
に
し

わ
寄
せ
を
行
お
う
と
し
て
い

る
。
逆
に
防
衛
費
は
イ
ー
ジ

ス
艦
の
建
造
や
オ
ス
プ
レ
イ

の
購
入
で
約
３
０
０
０
億
円

も
増
え
続
け
て
い
る
。

　

安
倍
政
権
は
、「
国
民
の
安

心
と
安
全
」
の
意
味
を
大
き

く
は
き
違
え
て
い
る
。
来
夏

の
参
院
選
が
本
当
の
意
味
で

の
正
念
場
で
あ
り
、
地
域
住

民
の
生
活
を
守
る
取
り
組
み

を
自
治
労
が
先
頭
に
立
っ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

道本部
自治体政策
セミナー

シリーズ「社会保障制度改革の行方」

地域住民を守るため
参院選が正念場

㉓

　

『
戦
争
関
連
法
案
』
は
『
60
日
ル
ー
ル
』

に
よ
り
、
９
月
14
日
以
降
は
い
つ
で
も
衆

議
院
で
再
可
決
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
８
月
30
日
の
10
万
人
集
会
の
成
功
に

よ
り
、
想
像
以
上
に
政
権
側
も
焦
っ
て
き

て
い
ま
す
。
直
近
の
11
日
の
強
行
採
決
は

政
権
に
と
っ
て
も
大
博
打
で
す
。

　

参
議
院
で
採
決
を
強
行
す
る
と
な
れ

ば
、
特
別
委
員
会
の
開
催
日
が
火
・
水
・
金

曜
日
で
本
会
議
の
定
例
日
は
月
・
水
・
金
な

の
で
、
16
日
か
18
日
の
い
ず
れ
か
に
強
行

し
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委
員
会

で
は
、
９
月
14
日
に
再
度
10
万
人
規
模
の

集
会
を
開
き
ま
す
。
こ
の
ま
ま
政
権
側
に

圧
力
を
か
け
続
け
れ
ば
、

強
行
採
決
が
で
き
ず
、
安

倍
政
権
の
支
持
率
が
下
が
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
ま
す
。
そ
う
な
る
と
審
議
未
了
で
廃

案
に
追
い
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
だ

諦
め
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。�

（
９
月
８
日
、
東
京
に
て
）

「
審
議
未
了
」で
廃
案
に
追
い
込
も
う

㉜

ディスカッションは、参加者も交えて討論が行われた＝９月４日、札幌市

総会には、全道から54人の書記が集まった＝９月５日、札幌市

「
便
利
な
地
域
」に
人
は
集
ま
る

書
記
の
任
務
は
歴
史
を
引
き
継
ぐ
こ
と

呼
び
か
け
た
。

そ
の
後
、「
じ
ち
ろ
う
共
済
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
鈴
木
知

幸
・
全
労
済
北
海
道
支
部
主

査
が
講
演
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
共
済
利
用

で
実
質
賃
上
げ
効
果
が
あ
る

こ
と
を
組
合
員
に
拡
げ
て
ほ

し
い
」
と
強
調
し
た
。

　

分
散
会
討
論
で
は
「
業
務

多
忙
で
ど
こ
ま
で
が
書
記
の

任
務
な
の
か
考
え
る
暇
も
な

い
。
書
記
と
執
行
部
が
議
論

で
き
る
場
を
つ
く
る
べ
き
」

　

道
本
部
書
記
評
議
会
は
９

月
４
～
５
日
、
札
幌
市
・
ガ

ト
ー
キ
ン
グ
ダ
ム
で
「
第
45

回
定
期
総
会
」
を
開
き
、
32

単
組
総
支
部
１
直
属
支
部
・

54
人
が
参
加
し
た
。

　

大
出
・
道
本
部
書
記
長
が

「
自
治
労
を
取
り
巻
く
情
勢

と
課
題
」
と
題
し
て
基
調
提

起
を
行
っ
た
。

　

大
出
書
記
長
は
「
書
記
の

任
務
は
歴
史
を
引
き
継
ぐ
こ

と
。
組
合
員
と
の
懸
け
橋
と

な
り
奮
闘
し
て
ほ
し
い
」
と

集
さ
れ
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

発
寒
北
商
店
街
は
、
札
幌

市
西
区
の
商
店
街
で
シ
ャ
ッ

タ
ー
街
化
し
つ
つ
あ
っ
た

が
、
振
興
組
合
が
『
さ
っ
ぽ

ろ
で
一
番
住
み
や
す
い
ま
ち

へ
』
を
標
語
に
『
く
ら
し
の

安
心
窓
口
』
や
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
施
設
『
に
こ
ぴ
あ
』
を
建

設
す
る
な
ど
、
町
お
こ
し
を

取
り
組
み
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
特

策
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
対
応
の
た
め
の
体
制

刷
新
だ
」
と
結
論
づ
け
た
。

　

そ
の
後
、
大
江
代
表
と
佐

藤
津
別
町
長
、
土
屋
発
寒
北

商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
が

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。

　

佐
藤
町
長
は
、
筑
波
大
学

や
千
葉
県
船
橋
市
と
の
連
携

事
業
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
コ

ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設

な
ど
、
津
別
町
の
取
り
組
み

を
解
説
し
、「
ま
ち
づ
く
り
は

夢
を
追
う
の
で
は
な
く
、
外

部
の
も
の
を
取
り
込
む
こ
と

が
大
事
だ
」
と
述
べ
た
。

　

土
屋
理
事
長
は
発
寒
北
商

店
街
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
生
活
し
て
い
る
人
が
便
利

だ
と
思
う
地
域
に
人
は
集
ま

る
」
と
述
べ
た
。

　

大
江
代
表
は
「
現
代
の
田

園
回
帰
志
向
は
一
過
性
の
ブ

ー
ム
で
は
な
く
、
特
に
若
い

世
代
に
顕
著
に
な
っ
て
い

る
。
事
実
、
非
農
家
出
身
の

新
規
就
農
者
は
こ
の
30
年
で

50
倍
近
く
増
え
て
い
る
」
と
、

現
状
を
分
析
し
た
。
さ
ら
に
、

増
田
レ
ポ
ー
ト
※
の
実
態
に

つ
い
て
「
若
年
女
性
の
半
減

で
市
町
村
が
消
滅
す
る
と
い

う
の
は
乱
暴
で
あ
り
、
人
口

１
万
人
以
下
が
消
滅
、
と
い

う
の
は
科
学
的
根
拠
に
欠
け

て
い
る
。
事
実
、
レ
ポ
ー
ト

で
消
滅
可
能
性
都
市
が
８
割

以
上
と
さ
れ
た
島
根
県
で

は
、
特
に
山
間
部
や
離
島
で

近
年
、
人
口
が
増
加
に
転
じ

て
い
る
」
と
、
批
判
し
た
う

え
で
「
増
田
レ
ポ
ー
ト
は
時

代
遅
れ
の
経
済
成
長
優
先
政

約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

「
地
域
に
希
望
あ
り
～
ま

ち
・
ひ
と
・
仕
事
を
創
る
」

と
題
し
て
、
大
江
正
章
・
コ

モ
ン
ズ
代
表
が
講
演
し
た
。

　

道
本
部
は
９
月
４
日
、
札

幌
市
・
自
治
労
会
館
で
「
２

０
１
５
年
度
道
本
部
自
治
体

政
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
、

組
合
員
、
自
治
体
議
員
な
ど
、

　

機
関
紙
「
自
治
労
北
海
道
」

８
月
21
日
・
９
月
１
日
（
２
１
２
６
号
）
合
併
号
の
１

面
「
新
委
員
長
に
川
本
淳
さ
ん
」
の
記
事
で
、
元
委
員

長
の
「
大
原
義
之
」
さ
ん
、
特
別
執
行
委
員
の
「
平
川

則
夫
」
さ
ん
と
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、「
大
原
義
行
」
さ

ん
、「
平
川
則
男
」
さ
ん
が
正
し
い
名
前
で
す
。
訂
正
し

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

訂
正
と
お
わ
び

道本部書記評第45回総会

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
２
０
１
６
年

度
活
動
方
針
を
全
体
で
確
認

し
、
峯
垣
議
長
が
「
役
員
と

と
も
に
書
記
も
学
習
を
強
化

し
な
が
ら
、
自
治
労
運
動
の

前
進
に
む
け
奮
闘
し
よ
う
」

と
集
約
し
た
。

※
【
増
田
レ
ポ
ー
ト
】

　

「
２
０
４
０
年
ま
で
に

８
９
６
の
自
治
体
が
消
滅

す
る
」
と
予
測
し
た
、
増

田
寛
也
・
元
総
務
大
臣
が

議
長
を
務
め
る
「
日
本
創

生
会
議
」
の
発
表
。


